
白井市生物多様性調査報告書 :325-344,2009,

白井市のクモ類相

加藤 輝代子 仲條 竜太 植松 いのり

1.概要

2005年 6月 から2007年 9月 にかけて,白井市内において谷津田景観が比較的よく残る2カ所を選

定し、四季を通じて計 21回、クモ類の生′雹状況について現地調査を行つた。このうち,2007年 7月

と9月 には,市内の他所にも訪れ定性的なクモ類確認調査を行いクモ類相の補足的なデータを収集した。

同一地点で年間を通じて毎月現地調査を行つてクモ類の季節消長まで明らわWこ した調査例は少な

く,貴重な結果を得ることができた。また白井市内ではこれまでまとまったクモ類の調査例は知られ

ておらず,今回の調査はこの地域のクモ類相を明ら力ヽ こする上での端緒となるものである。

本報では,以下の内容についてまとめた。

1)計 21回の現地調査を総合し,白井市のクモ類出現状況を一覧にしてまとめた。

2)現地調査出現種の生徴地タイプと生活型についてタイプ分けを行つた。

3)各出現種について,どの発育段階が何月に確認されたかの経過を一覧に収録した。

4)重点調査を行つた2つの地区について,クモ類生′自く地としての特徴をまとめた。

調査の結果,白井市内では,30科 146種のクモ類の生息が確認された。近年行われた刊 |1市の調査

働醇捧 2004)で 43科 154種が記録されたのと比較して種数においてはほぼ匹敵する多数の種が記録

された。本調査では,千葉県初記録となつた種が 2種,下総台地初記録が9種あつた。また注目すべ

き種として,局所的稀産種であるゴマジロオニグモ,ムツトゲイセキグモが記録されたことが挙げら

れる。さらに,千葉県レッドデータブックにおいて要保護生物 (カテゴリーC)と して取り上げら
'亀

草原を代表する中 '大型昆虫食種であるコガネグモが比較的多くみられたほ力ゝ 重要保護生物 (カテ

ゴリーB)であるキシノウエ トタテグモが少数であつたが確認された。

2.方法

(1)調AIL
白井市内の合同調査地点の内, 1)折立, 2)谷田の2カ所を重点的な調査地として選定し,各季

節を通じて調査を実施した。この2カ所は,北総台地一帯に特徴的な,谷津田地形の場所であり,田

地と斜面林の境に曲がりくねっている農道沿いを主体とした調査を行つた。この内,谷田地域では斜

面上の台地部分に,広い面積の植林地が残存している地点の調査結果も含まれている。また,市内の

その他の地区では季節変化を含む周年調査イ暫子わなかつたが,以下に示す4カ所にて定性的な調査及

び他の調査者による調査情報の収集等を実施した,

1)折立 :35° 48,3′ N,1櫛°
02.9′ E

2)谷田 :35° 47.TN,14ば 05.3′ E～ 35° 47.9′ N,14ば 05,8′ E
3)福祉センター周辺,富塚,南山公園,池の上木戸公園 (聞き取り:相馬なおみ,未発表)

(2)現地調査及び記録方法

調査は,主にみつけ取り法による目視観察によって実施した。同定に際しては,種を査定した上で,

成体 仙LF),雌 雄判別可能な幼体 (m, f),幼体 (y),卵嚢 (e)の,各発育段階について
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も明らかにした。種の同定に際しては,現地での判断が難しいものについて持ち帰つた上で査定作業

を行つた。また,それぞれの確認個体が,どのような特徴の空間に生息場所を得ていた力斗こついても

調査時に現地にて観察し,生息地タイプの解析に利用した。

調査の記録は,白井市内でクモ類のどの種がどの季節に出現するのかを明ら力斗こするために,確認

時の各月ごとに,確認した発育段階の判別結果を一覧にし,と りまとめることとした。合わせて,そ

の種がこの3年間に調査した中でどの地域で出現した力載こついても記載した.

(3)調査日の設定

調査は,すべての季節の調査データを収集できるようにするため,現地調査の3年間を通じて,で

きる限り幅広く異なつた季節に調査日を設定することとし,この中に, 12ヶ月間の毎月連続調査を

1回設けることとした.

(4)データ解析ととりまとめ

クモ類は,餌条件の良い空間を細かく選択する待機性肉食動物である。生蔦環境の特性を,単一の

空間で代表させることは困難であるが,こ こでは, どの種がどういう環境特性の空間にいるのかを明

ら力ヽ こし,今後の環境保全等に生かすための試みとして,出現した各種について,環境選択性を投影

する生′敬地タイプと生活型について主に成体によつて代表させて区分した。この方法は,加藤 (2004J

によつて最初に提唱したが,今回はこの環境区分について,若干の修正と追加を行い,下表のように

設定しなおすこととした。

特に今回は,クモ類各種が選択する空間特性をより明ら力斗こするために,生慰地タイプの中に,成

体の生息場所が位置する地表からの高さについて,新たに項目を追加し,4つの階層に分け,以下の

表のとおり設定した。

生息地タイプ

生活型
ラン ドカバー 湿性度 地上高

A : 草地・叢 a : 乾性 1 : 地中/地表種
*1 I 造網性

B I朧 b : 湿潤 2 :低位置種
*2 Ⅱ 徘徊性

C : 林内 c : 湿性 3 : 高位置種
*3 Ⅲ  地中性

D :崖 地 d :水 面。水 4 :広範囲/不定種
*4

E :裸 地・河原 *1:地中及び地上高20cm程度までを利用

*2:地上高およそ20cm前後から腰の高さ(lm程度)ま での範囲を利用

*3:地上高およそ lm前後から人の背よりも高い範囲を不可用

*4:地表からの高さはあまり定まっていない

F : その他
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1)生息地タイプ

陽光地から日陰あるいは地中まで,乾燥地から湿地まで,地上のあらゆる場所に棲み分ける

クモ類の生息衆境を類型化し,空間利用タイプ分けを行つた。

各種ごとに,主に成体の,も つとも利用頻度の高い空間を暫定的に生活場所を代まする「生

息地タイブも として設定し,ラ ンドカバー,湿性度,地上高の3つに分けて整理することとした。

①ランドカバー

A 車地・叢 (定義):裸地が混在する粗い車原から,密生する高茎草原までを草地とする。

値用範囲)人工的空間である現在の田畑に主に生活するものも多くはここに該当する

ものとした。

B 林縁 (定義):林縁ゾデ群落の明るい場所から,林縁マント群落内の隠れた暗い空間までの

低木や車本を足場とする生′自、場所を林縁とする。

(適用範囲)森林を間接的なよりどころにしながら,縁辺部の環境特性に関わり深いも

のをここに該当するものとした。人工的空間である果樹園のように,樹木をよりど

ころにしながら,樹冠が日照をあまり遮らず,半分以上の光が地上に届くような,

疎林状態の明るい場所を利用するものは林縁的空間特性としここに含める。

C 林内 (定翔  :樹冠が半分以上の日照を送るような樹林で,段階構造は単層から4層程度ま

での森林特有の層序が形成されている場所を林内とする。

鮭開範囲)樹木そのものやI林床植物など林内の空間特性をよりどころに生活するも

のをこれに該当するものとした.

D 崖地 (定義):斜度など地形的特性によって必ずしも植生に覆われていない場所を崖地とする。

E 裸地・河原 (定動  :土,砂,礫など粒子の大きさに関わらず,表上が乏しい場所を裸地・

河原とする。

F その他 (定義):上記のいずれにも属さない場合.

鮭開範囲)生息場所の拠り所として人工的構造物をよく不I用するなど,空間特性の共

通性によつて様々なランドカバータイプの場所に出現するもの。また空間利用に特

殊な嗜好性を持つものなど.

②湿性度

a 乾性 :年間の少なくとも一時期は表面が乾いた状態になる場所。高茎車原ではススキ原に代

表される。その他の乾いた草原や裸地のほか,樹林地であつても落ち葉がいつまでも乾燥し

た状態で積もつたり,林相が荒れて表上の表面付近が乾燥したり,林床にアズマネザサが茂

るような場所などはここに含める。

b 湿潤 :年間を通じて表面に湿り気がある状態,高茎草原では,オギ原に代表される。その他

の湿つた草原などのほか,樹林地では落ち葉が下層では湿り気を持ち腐葉土化するような場

所はここに含める。

c 湿性 :水位と地表面が措抗するかまたは年間の少なくとも一時期に水没し浅所となる状態に

なる場所。高茎車原ではヨン原,ガマ原,マコモ原などが該当する。樹林ではハンノキ～ゴ

マギ群落からハンノキ～ヤナギ群落などが該当する.水気が引かないような水田・休耕田は

ここに含める。

d 水面 。水中 :池沼櫛 )||の水中または浮葉植物に覆われた水面上などを和用する場合.水辺

に張り出した車などをよりどころにしながら水に流れてくる餌生物を待つタイプのクモ (例

:ナァレコグモ)もことに分類する。
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C地上高特性

待機性肉食動物であるクモ類は,それぞれの種によつて,また同一種でも各成長段階によつ

て,草本や樹木その他の地上構造物の比較的共通性の高い場所を選んで生′自、している。また同

一空間を複数の種が重複利用することはなく,現地では細かな棲み分けを行つている。従つて,

決して地表だけを利用しているわけではないクモ類各種の生息空間特性をより明らかに特定す

るためには,加藤 (20041に示された,植生に裏付けられたランドカバータイプと湿性度特性

の 2つの空間要素のみでは不十分であり,これに,少なくとも地表からの高さに関する何らか

の区分を知ることが不可欠である。そのため,試行として,本調査の取りまとめにあたつては,

地上高特性を仮に分類した上で,成体の生′自域を基殺 し,生′醜 の解析に利用することとした。

この4つの区分は,以下のような考え方によつて設定した。まず,草本や樹木その他の構造

物の一定の高さを利用するものと,主として地表付近に生息するものとを区別するために,地

中・地表種を第一のカテゴリーとして設定した。次に,地表付近ではなく,地上の植生や構造

物の一定範囲の高さを利用するクモ類を,仮に二つの高さカテゴリーに分け,第二,第ニカテ

ゴリーとした。さらに,これらの特定の高さ区分に該当せず,何らかの別の優先的環境選択が

はたらくなど,生′琶、場所の高さに大きなばらつきが見られるか,定まつていないものを,第四

のカテゴリー区分とした。

1 地中・地表種 (地中及び地上高20cm程度までを利用):
地中に営巣し生息,または地面の凹みに生息,あるいは地表に堆積するリター層や落ち葉

の間,林床の下車や草地などで,地表から20cm程度までを主な生息場所としているもの,

2 低位置種 (地上高およそ20cm前後から腰の高さ (lm程度)までの範囲を利用):
地表付近はあまり利用しないが,林床の下草や草地,その他営網や生息の拠り所となる構

造物の,地歳付近から高さlmく らいのおよそ腰の高さの位置までに特徴的なもの,

3 高位置種 (地上高およそ lm前後から人の背よりも高い範囲を利用):
主に樹上や樹間など,人の腰前後から高い位置の空間を生活場所として利用する種.

4 広範囲・不定種 (地表からの高さはあまり定まつていない):
出現する地上高に大きなばらつきがあるものや,建物などの構造物または樹上を広範囲に

移動利用するなど,地上高と生息空間との関係を表しにくい種 ,

2)生活型

クモ類相を生物群集構造の観点から解析できるよう,摂餌習性と繁殖様式にもつとも関瞳深い

特徴として,造網性(I),つMI醜ⅨⅡ),地中性 (Ⅲ)の 3型に分けた。

I造網性 :陸上空間に,他の足場とする植物または構造物をよりどころとして,餌生物を捕まえる

目的で待ち伏せ型の網を張るもの,二次的な型として,造網性の種から特化したと考えられて

いる,他のクモの網に生活するもの (イ ノウロウグモ鋤 はここに含める,

Ⅱ つ帥魏ヒ:餌生物を得るための網を張ることはなく,餌を捕らえるために待ち伏せを行つたりつ障回

するもの,

Ⅲ 地中性 :地中に住みかをつくつて,餌生物を待ち伏せする習性のあるもの,

3.結果

(1)現地調査経過

①析立 調査参加者 :加藤輝代子,仲條竜太,植松いのり (平成 17年 10月 15日 ,平成 18年 6
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月 10日 ,12月 16日 ,平成 19年 3月 以降を除く)。 以上3名 .

平成 17年 6月 18日 ,6月 25日 ,7月 2日 ,8月 15日 ,10月 15日 .

平成 18年 4月 8日 ,5月 13日 ,6月 10日 ,7月 8日 ,8月 12日 ,9月 9日 ,10月 14日 ,11

月 11日 ,12月 16日 ,

平成 19年 1月 13日 ,2月 10日 ,3月 10日 ,7月 7日 ,9月 1日 .

C谷田 調査参加者 :加藤輝代子,仲條竜太,植松いのり (平成 17年 10月 15日 ,平成 18年 6

月 10日 ,12月 16日 ,平成 19年 3月 以降を除く)以上3名 .

平成 17年 7月 2日 ,8月 17日 ,10月 15日 .

平成 18年 4月 8日 ,5月 13日 ,6月 10日 ,7月 8日 ,8月 12日 ,9月 9日 ,10月 14日 ,11

月 11日 , 12月 16日 .

平成 19年 1月 13日 ,2月 10日 ,3月 10日 ,7月 7日 ,9月 1日 .

Cその他 調査参加者 :加藤輝代子,仲條竜太,以上2名 .

福祉センター:平成19年 7月 14日 .南山公園:平成19年 9月 1日 .富塚:平成19年 9月 1日 .

(2)確認種の生息地タイプと生活型

調査結果一覧を表 1に示した。記録種数は30科 146種だつた。各地点の,調査によつて確

認された種数は以下のとおりだつた。

①折立  :22科 97種 .

②谷田  :26科 112種 .

③その他 :14科 41種 ,

また,以上の両調査地点の確認結果を元にしたデータ解析として,ラ ンドカバータイプ別出現

種数を図1に,各ランドカバータイプの月月味U用依存率を図2に,ランドカバー男llTl用地止高を

図3にそれぞ‡赤 した。
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4.考察

(1)1唐静i重の概要

記録された 30科 146種の内,特筆すべきものについて列挙する。

1)千葉県初記録種

タテスジヤリグモ (ヒ メグモ科),カギフクログモ (フクログモ科)。 以上 2種 .

21「下総台地」初記録種

クロマルイ ンウロウグモ (ヒ メグモ科),アシナガサラグモ (サラグモ科),シロブチサラグモ (サ

ラグモ科),ザラアカムネグモ (サラグモ科), ヨツボシヒメアンナガグモ (ア シナガグモ科),
オノゴミグモ (コガネグモ科),アライ トコモリグモ (コモリグモ科),ヤ ドカノグモ (エ ビグモ

科),チャスジハエ トリ はヽ エ トリグモ科)。 以上 9種 ,

3)加藤 (2004)に よって市川市内から記録されているために,今回が「下総台地」初記録ではないが

「千葉県産動物総目録」 (千葉県,2003)の時点では「下総台地」から未収録だつた種

トビジロイノウロウグモ (ヒ メグモ科),サ トヒメグモ (ヒ メグモ科),スネグロオチバヒメグモ

(ヒ メグモ科),アオオニグモ (コガネグモ科),コゲチャオニグモ (コガネグモ科),フジイコ

モリグモ (コモリグモ科), トラフカニグモ (カニグモ科).以上 7種 .

(2)注目すべき種

1)ゴマジロオニグモ (コ ガネグモ科)

全国でも記録があまり多くないクモで,今回の調査で,折立地区において5ヶ月にわたって確認さ

れ,成体の雌雄と,幼体のすべてが出現したことは注目に値する。しかし本種の出現地点は,同一

箇所の30mほどの範囲で,しかも林縁植生の地表から5 0cmほ どの低い場所のみに限定され与出

現状況を参考に他所を幅広く探したにもかかわらず,市内の他の場所では一切見つけられず,極め

て限定された局所的な生息状況であった。

2)ムツトゲイセキグモ (コ ガネグモ科)

茨城県以西の本州・四国・九州の一部で局所的に見られる,確認例が少ない稀産種である.千葉県

ではこれまで数例の記録があるが,今回,相馬なおみ氏によって,池ノ上木戸公園にて幼体 1個体

が確認され,白井市内にも生目ヾすることが明ら力ヽ こなった,円網を張る種が大半であるコガネグモ

科に属しながら,粘球を持つた糸を用いて回転投げ縄によつて蛾類を捕らえるという,特殊な習性

を持つている種である。

3)キシノウエトタテグモ (ト タテグモ科)

千葉県レッドデータブックで重要保護生物 (カテゴリーB)と して取り上げられている種。白井市

内では現在まで,谷田地区のごく一部に局所的に見られるだけで,決して出現例は多くないが,小
規模の崖地や,石積みの間隙の上の部分に,巣穴を掘つて片開きの扉で蓋をし,餌となる動物が通

りかかるのを待つて補らえる特殊な習性によつて,定住性が高いクモとして環境変化の少ない状態

を指標する重要種でもある。

4)コガネグモ (コ ガネグモ科)

千葉県レンドデ~タブックで要保護生物 (カテゴリーC)と して取り上げられている種である。明

るい車本群落を足場に垂直円網を張り, トンボ類やコガネムシ類などを含む比較的中～大型の昆虫

を糸で巻いて食べる習性があり,クモ類の中でもビオ トープにおいて高次捕食者に該当する。その

ため,豊かな昆虫相が残る里山の指標生物でもある。

(3)異なつた季節を通じて幼体から成体まで確認できた主な種と生息環境
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1)ユウレイグモ

林内に特徴的に出現した種.成体は春から初夏に出現し,冬期に林内のスゲ類の株元付近に幼体

の越冬状況が観察できた。

2)オウギグモ

林縁と林内の比較的暗い場所に多く見られた.成体の出現時期は7月 から10月 ,幼体は5月 から8

月にかけて確認された。谷田地区の植林地に特に多く見られた。

3)カタハリウズグモ

林縁と林内の草むらや, 日陰になつている農道沿いの車むらに多く出現した。出現する草むらは,

いずれも落ち葉の豊富な場所だつた。成体は4月から9月 にわたる長期間出現し,幼体は7,9,1月

に出現した。また9月 には卵も確認された,

4)ウズグモ

カタハノウズグモと同様に,林縁と林内の草むらや, 日陰になつている農道沿いの車むらに多く出

現した。カタハリウズグモに比べ,網の直径が大きいため,相対的に高い位置にいることが多かった。

成体は4月 から7月 に出現し,幼体も■5,6,10月 と長期間にわたつて出現した。

5)ヒ メグモ

農道沿いの林縁部,特に垣根状の場所に多く出現し,およそ地上 lmから1.5m程度の高さの樹木の

枝を足場に網を張つていた。成体は7月 から10月 ,幼体は7月 から11月 に出現した。卵も8,10

月に確認された。

6)キョヒメグモ

林縁の農道沿いで草本植物が生え,湿つた落ち葉のある場所の,地上 20cmく らいまでの低い場所

で特徴的に見られた。成体は6月 から8月 に出現し,卵から孵化した直後の幼体を7月 と9月 ,卵

を8月 に確認された。

7)シロカネイソウロウグモ

主としてオニグモ及びジョロウグモの網に棲み着いている状態で確認された。成体は6月 から8月

に出現し,幼体は,7,10,1,2,3月 に確認された。また卵も8,10月 に確認された。

8)オオヒメグモ

野外道具′よ還 など,各地点とも,建物の軒下に主に見られた。成体は5,11月 を除く周年確認され,

また卵及び幼体もほぼ周年を通じて確認された。

9)ヘリジロサラグモ

農道沿いの林縁そで群為 及び林床植物が生育する林内で,地止からの高さがおよそ地止 20cm程度

までの低い位置に網を張つていた。成体は3月 から6月 に出現し,幼体及び雌雄の亜成体が 10月

から1月 に出現した。

10)オオクマヒメドヨウグモ

落ち葉の豊富な林内の,地上からの高さ10cmく らいまでの場所に,網を張つていた。成体は6,7,9

月に出現し,幼体は,4,7,9,10,1,2月 に出現した。

11)オオシロカネグモ

林縁の湧水の流れている排水路,及び湿つた林縁沿いの,主として低木木本を足場としたさまざま

高さで多数確認された。成体は■6,7,9,10月 に出現し,幼体は,8,10月 を除く周年確認された。

12)アシナガグモ

林縁の湧水の流れている排水路や,水田脇の畦沿いの溝,水田用水路の上に,草本植物や護岸を足

に造網して暮らしている状況が確認された。成体は,5月 から10月 まで出現し,幼体は,10,11,

12,2,3,4月 に確認された。
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13)ジョロウグモ

主として林縁,時に林内の,およそ lm以上の高い位置の枝の間や電柱等を足場に造網している状

態が多く確認された。成体は8月 から12月 にかけて見られたが,12月 は極めて少なかった。幼体

は 5,6,7,9,10月 に確認された。

14)コ ガネグモ

日照の当たる開放的な高茎草本の生育地に特徴的に見られ,地上およそ80cm以上の位置の草本など

を足場に造網している状態がよく観察された。成体は 6月 から8月 に確認されぅ幼体は9,10,■ ,

2,3,5,6月 に確認された。また 8月 には卵も確認された。

15)ナガコガネグモ

日照の当たる開放的な高茎草本の生育地に特徴的に見られ,地上およそ50cm以下の低い位置の車本

などを足場に造紹している状態がよく観察された。成体は 7月 から11月 に確認され,幼体は,6月
から9月 に確認された。

16)コ ガタコガネゲモ

林縁及び林内の陽の当たらない暗い場所に特徴的に見られ,地上およそ50cm以下の低い位置の車本

などを足場に造湘している状態がよく観簾された。成体は7月 から10月 に確認され,幼体は4,6,

7,8,9,10月 に確認された。

17)ゴミグモ

農道沿いの林縁部,特に垣根状の場所に多く出現し,およそ地上 50cmか ら1.2m程度の高さの樹木

の枝を足場に網を張つていた。成体は6,7,9月 に確認され,幼体は 7,9,10,11,12,3,4月 に確認さ

れた。

18)ギンメッキゴミグモ

比較的暗く,鬱蔽されていない林縁の低い位置で確認され,およそ地上からlm以下の場所に造網

してヤヽる状態がよく確認された.成体イま6月 から9月 に確認され,幼体|ま 9,10,11,2,3,5,6,7月 1こ

確認された。

19)ヨ ツデゴミグモ

地較的暗く,鬱蔽されていない林縁及び林内で,およそ lm以下の低い位置で多く確認された。成

体は4月 から7月 1こ確認され, 幼体イま7,8,9,10,11,3,4,5月 に確認された.

20)ナカムラオニグモ

水田脇の畦沿い,水田用水路の脇などで,比較的風通しのよい場所で草本植物の葉先に住居をつくつ

て暮らしている状況が確認された。成体は 6,7,10月 に確認され,幼体は 1,4,5月 を除く各月に確

認された。

21)ゴマジロオニグモ

比較的暗い林縁で,アズマネザサなどで鬱蔽された場所のおよそ地上から50cm以下の場所に造網し

ている状態がよく確認された。出現した区域は,折立地区の 301nほどの極めて限定された区間1カ

所のみだつた。成体は8月 から11月 に確認され,幼体は 7月 に確認された。

22)ヮキグロサツマノミダマシ

林縁のマント群落の枝案を足場にして造網し,およそ地上 50cmから2m以上の高い位置まで幅広く

出現した。成体は8,9月 に確認され,幼体は4,6,7,8,9月 に確認された。

23)ヤマシロオニグモ

フキグロサンマノミダマシと同様に,林縁のマント群落の枝葉を足場にして造網し,およそ地上か

ら1～1.5m程度の場所に出現した。成体は6月 から9月 に出現し,幼体は 11,3,5,7,8月 に出現した。

24)サツマノミダマシ
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ワキグロサツマノミダマシと同様に,林縁のマント群落の枝葉を是場にして造網し,およそ地上

50cmから2m以上の高い位置に出現した。成体は6,8,9,11月 に確認さ
'花

幼体は5,6,7月 に確認

された。

25)ウヅキコモリグモ

水田や畑,車の少ない場所や裸地のような開放的な空間に数多く出現した。成体は 12,1月 を除くす

べての季節に確認されぅ幼体は 1月 を除くすべての季節に確認された。

26)ハリゲコモリグモ

水田や畑,車の少ない場所や裸地のような開放的な空間に出現したがウプキコモリグモに比べ確認

機会は少なかつた。成体は5,7,8月 に確認され,幼体は 12,1,3,7月 に確認された。

27)イオウイロハシリグモ

林縁のそで群落の草本及びそのまわりの地止に多く出現した。成体は5,7,8,9,10月 に確認され,幼

体は5月 を除く周年確認された。

28)"グモ

林縁のそで群落の草本や,明るい車地の低い位置に出現した,成体は5月 から8月 に確認され,幼

体は9月 から5月 まで確認された。

20)クサゲモ

農道沿いの林縁部に位置するマント群落からそで群落の木本を足場に造紹している状態が観察され

た,成体は6月 から9月 に確認され,幼体は3月 から7月 に確認された,

30)コ クサグモ

農道沿いの淋縁部に位置するマント群落からそで群落の木本や草本を足場に造網している状態が観

察された。成体は8,10,11,1月 に確認され,幼体は5月 から8月 まで確認された。

31)ネコハグモ

主に広葉樹の林縁や建物のトタン屋根などの溝状の構造部分にボロ網を張つている状態で出現し

た。成体は4,5,9,10,1月 に確認され,幼体は7,8,11月 に確認された。

32)ハナグモ

有茎車本値物の葉の上や生長点,花の上などの, さまざまな高さに出現した。成体は4月 から10

月と2月 に確認され,幼体は3月 に確認された,

33)オスクロハエトリ

ガマ草原や側溝のキショウブなど,水場に生える抽水植物の葉上に出現した.成体は5月 から10

月と1月 に確認され,幼体は 10,2,3月 に確認された。

34)ア リゲモ

林縁の主にマント群落の地上およそ50cmから2mく らいまでの広葉樹の葉の上や幹の表面に生′巳、し

ている状態が観察された。成体は5,6,7,10,11月 に確認され,幼体は7,11,12月 を除く周年盤鶏占れた。

35)アオオビハエトリ

構造物の垂直壁に多く確認された。成体は6月 から9月 に確認され,幼体は8,■ ,4月 に確認された。

(4)本調査データの解析結果について

①ランドカバータイtllの出現種数 (図 1)

谷津田環境が保存される,谷田,折立の2カ所では,地形などの基本的な空間構成が異なってい

て,クモ類の出現種にも違いが見られたにもかかわらず,ランドカバータイプ別の出現種数を比べ

てみると,ほとんど違いが認められなかつた。

まず,も つともクモ類の出現種が多いのは林縁で,30%前後の種がここで出現していた。それ以

８つ
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下の出現種数の多さは,草地,林内,その他,裸地,崖地という順位となった。この結果から,一
般に,昆虫類等が多いとされる林縁という空間特性が,主として昆虫を餌とするクモ類にとっても,

多くの種が生息する空間であることをうかがわせた。

林縁     林内     崖地     裸地    その他

②各ランドカバータイプの月別利用依存率 (図 2)

図 2は,それぞれのランドカノミータィプにおいて,月 ごとの出現種が,全季節ののべ出現種数を

母数とした場合に, iヾsを占めるかによつて,比較したグラフである。その結果,林縁は,すべて

の月を通じて,クモ類がもつとも利用している空間であることがわかった,特に,空間の利用種数

の比率において,他のランドカバータイプと差が大きかったのは,4月 から11月 に力斗すてであり,

これは,造網性クモ類の活動の活発な季節と一致していた。

2番目に生象確認種数が多かつた車地については,5月 から9月 に確認種数が多く,10月 から4月

の間に種数が少ない傾向が現れた。その一方で,3番目に生自(確認種数が多かった林内については,

季節による確認種数の変動がもつとも少なく,4月 には,草地に比べて種数から見た利用度が高く

他の季節と逆転しているという結果が現れた。10月 から4月 に出現種が少ない草地に比べ,季節に

図 2.各ランドカバータイプの月別利用依 存率

ｍ
　
　
２５
　
．

知
マ

ス
‐５

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

９

８

７

６

５

４

３

２

１

０

Д
、、、ゝ

．
戸

一 車地
―Ⅲ…林縁
―と '林内
―EX― い

崖 地

一◆―裸地
一ロー

′

■―‐r

E‐‐H″
″』
・

畢
4月 5月 6月  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

389

図1.ランドカバータイプ別平均出現種数(通年)

2月 3月



よる足場空間の変化が少ないことが影響している可能性があると考えられる。

また,この解析の中から,いずれのランドカバーにおいても, 12月 が2%以下の利用依存率と

非常に低く,クモ類にとつての非活動期として共通性が極めて高いことも浮き彫りになつた。

③ランドカバータイフ靱折J用地上高 (図 3)

地上高別出現種数を見てみると,地中・地表種は, 33種出現しており,この内,ラ ンドカバー

タイプでは草地に12種,次いで林縁に9種,林内に7種が出現するとともに,唯―,すべてのラ

ンドカバータイプに出現種が見られた,次に,低位置種は, 35種出現しており,この内,ラ ンド

カバータイプ別では,林縁に23種と最も多数の種が出現した。また,高位置種は,全体の出現種

数は48種と最も多かつたが,このうち林縁で34種と圧倒的多数が出現した。さらに,広範囲・

不定種では,全体の出現種数は30種で,この内,林縁では16種と最も多数が出現した。これら

をまとめると,林縁では,出現種数が多かっただけでなく,様々な地上高空間を多様な種が利用し

ていることが改めて浮き彫りになつた。

園3,ランドカバータイプ別各地上高利用種数

地中・地表種については,種構成に大きな違いがあり,草地では,全 12種中,造網性が2種 ,

つ髯雌 が10種だつたのに対し,林縁では,全 9種中,造網性が 7種,徘徊性が2種,林内では,

全 7種中,造網性が 1種,つMI囃とが6種と,大きな違いが見られた。これについて,具体的に種構

成を見直してみると,草地と,林内では,一見,徘徊性の種が多い点で種数比の傾向では類似して

いるが,草地では全 10種がコモリグモ科だったのに対し,林内では,コモリグモ科は1種で,他

は,ウエムラグモ科,シボグモ科,ハエ トリグモ科に属している合計 5種が出現しており,これら

5種すべては,落ち葉の表面や半分解のジター層が発達した場所に出現することが知られている種

であった点が異なつていた,

以上の解析結果から導き出されたことを総合すると,地上の高い場所を利用するクモ類は主に造

網性の種であり,そのため,一定の地上高を利用しているクモ類があるといえども,それは,足場

となる草本,木本,その他の構造物があつて初めて生息を可能としていることを見逃してはならな



い。これイ功日えて,実際の造網場所の選定に当たつては, 日当たり,風通し,餌生物密度など複数

の要因が関与していると考えられる。今回のような調査では,全種に対して,それらの詳細なデー

タ収集や解析を行うには至らなかつたが,それぞれのランドカバータイプにおいて,地上高のあら

ゆる高さの空間がクモ類によつて利用されており,多様性の保全のためには,多様な空間提供が必

要であることが改めて明らかになった。

(5)クモ類から見た各調査地の特性

1)折立

本調査の全 30科 146種中,22科 97種が記録されたが,この調査地では,稲作を行う谷津田の湿り

気の多い谷底面と,畑作への転作地,斜面林;農道など,多様な生端 が混在する場所である。谷

田に比べて,畑作地に関連し,比較的乾燥した空間が多いという将数がある.

この地域で出現した種数が多かつた科は,コガネグモ癬 (19働 ,ハエ トリグモ科 (14働 ,ヒ メ

グモ科 (■ 働 ,コモリグモ科 (10種)であった。これらの中で目立った特徴としては,林縁のマン

ト群落,およびそで群落をよく利用する,コガネグモT4iが多くかつたことと,田畑に多いコモリグモ

科が多かったという2点が挙げられる。中でも林縁部の低い位置に巣を張る習性があるゴマジロオニ

グモは比較的稀な種であり,斜面林最下部の湿つた草本植生の保全状態が良いことを示している.

2)谷田

本調査の全 30科 1“ 種中,26科 112種が記録されたが,この場所は,林縁のマント,そで群落が

発達するほか,人家に伴う生け垣とそで群落が連続している場所が見られること,水田が多いことと

水路空間があることなどが,場所の特徴として挙げられる。このため,折立地区に比べて,水路沿い

などの比率が高いのも特徴である.また,斜面上の台地部分には,広い面積の樹林が残存している地

点がある。

この地区で出現した種数が多かった科は,コガネグモ科 (23樹 ,ヒ メグモ科 (16種),ハエ トヅ

グモ科 (15働 ,アシナガグモ科 (11種)であつた。人家が多くある場所であるために,自然林のマ

ント群落とは異なつて,同様の空間を提供しながら,垣根のように厚みが薄い状況が多く観察された。

このことから,折立ではあまり多くなかつたジョロゥグモが多数出現するなどの違いが認められた,

また,この地区では,折立地区に比べて水路が多いことから,オオンロカネグモ,アシナガグモ,イ
オウイロハシリグモの3種が目立って多かつた。また,このほ力Wこ多かつたクモ類としては,コガネ

グモ及びコガタコガネグモが挙げられる。

一方,植林地の中の林内には,多数のオウギグモとコガタコガネグモが見られた.特にオウギグモ

の生訛 度は他所に類例を見な予Чよど極めて高く,特筆に値する。また落ち葉が豊富なことから,低
い位置に造網するオオクマヒメドヨウグモが多数見られたのもこの場所の大きな特徴である。

(6)調― 方法に関する考察

加藤 υ004)は ,クモ類の生息空間特性を表すため,ランドカノ■タイプと湿性度とを組み合わせて,

クモ類の利用空間の類型化を試みた。ランドカバータイプの各カテゴリー設定は,各ランドカバータイ

プに代表的な植生タイプと組み合わせて,客観性と再現性を確保することに務めた.この手法は,今
回もそのまま踏襲し,採用することとした。

しかしながら,中間捕食者であるクモ類の確認状況によつて,生物多様性の状況を類推する手法を

開発するには,クモ類の生息地点のランドカノ■タイプと湿性度のみでは不十分である。なぜなら,ク

モ類は立体的に空間利用する捕食者であるため,特に車原や樹林において, どのような種の昆虫など

が被捕食者が存在しているのかによって,クモ類の生息種もおのずと変わつてくるはずだからである.
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そのため,クモ類において,生息空間構成の中で,地表からの高さの階層を位置づけて調査や解析を

行つた例はこれまです般的ではなかったが,今回,初めての試みとして,地表からの高さの階層につ

いて,ある程度機械的に分けて,生′息地の空間特性をより明らかにすることを試行することとした。

現地調査の段階では,確認したクモ類を,地点情報とともに,現地の植生に基づいたランドカバー

タイプ丹叫こ記録し,生息状態を観簾した。このデータを持ち帰り,各種についてすでに明ら力ヽ こされ

ている下般生態や行動特性と組み合わせて,解析時に,4つのカテゴリーを設定した。4つのカテゴ

リーは,だれもが採用しやすく,またデータの再現性が高い調査方法が適していると考えたため,地

中 。地表付近をカテゴリー 1,あらゆる高さに出現する広範囲・不定種をカテゴリー4と し,その間

を低位置と高位置の二つのカテゴリーに分けるのみという,極めて簡易な設定とした。

この4つの区分は,以下のような考え方によつて設定した。まず,車本や樹木その他の構造物の一

定の高さを利用するものと,主として地表付近に生息するものとを剛 IJするために,地中。地表種を

第一のカテゴリーとして設定した。次に,地表付近ではなく,地上の植生や構造物の一定範囲の高さ

を利用するクモ類を,仮に二つの高さカテゴリーに分け,第二,第ニカテゴリーとした。さらに,こ

れらの特定の高さ区分に該当せ或 何らかの別の優先的環境選択がはたらくなど,生息場所の高さに

大きなばらつきが見られるんゝ 定まっていないものを,第四のカテゴリー区分とした。

クモ類の生息空間の高さ特性を表すためには,今回採用 した4つの区分では不十分であるかもしれ

ない。しかしながら,生息場所を移動することが可能なクモ類の生息地特性を,細かく分類すること

はそもそも困難であるため,上記のように,最小限のおおまかな区分を考えて試行することとした,

(7)総合考察

1)季節消長と生活史の記録

年間を通して各月に調査を行つたことから,それぞれのクモ類の季節消長を含め,年間を通した生

活史の変遷についても,はじめて明らかにすることができた。

2)ク モ類を対象とした調麿解析手法

加藤 (2000において設定したランドカバータイプと湿性度による,クモ類/L急の基本特性の解析

という手法は,今回も採用 した一方,これまで事例のなかった,生息地の高さクモ類の調査結果の

とりまとめによつて,確認された高さという要素を初めて考慮した。/L急空間の地表からの高さの

分類やまとめ方がこれで妥当であるかどうかはまだわからないが,高さという要素から自然空間と

クモ類相の違いを知ることができ,取り上げるに値する環境要素であるということは確認できた。

3)多様な空間要素保全の必要性

谷津田空間の保全にあたつては,ラ ンドカバータイプや,地止からの高さによつて,さまざまな異

なつた種が生息していることを改めて確認することができ,あらゆる空間要素の保全が必要である

ことがクモ類から改めて浮き彫りになつた。

4)谷津田をとりまく空間の貴重さ

今回の調査は,白井市内に残る,代表的な里山及び谷津田という緑地環境を調査したものである。

その結果 現在では貴重な存在となつている谷津田環境や,その構成要素である林地,林縁,草地

などの空間構成の多様さが保たれている場所が存在し,豊富なクモ類の暮らしの姿を観察すること

ができた。この中で,クモ類の出現種数からみると林縁部が際だつて多かったが,林内から車地を

含む異なつたビオ トープタイプが,連続してまとまつて提供される谷津田空間の貴重さが改めて浮

き彫りになつた,
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